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Josephine Wieck Schumann 1819-1896）（以下、
クララ）と結婚をした年である 1840 年「歌の年」
に 124 曲注 1）の歌曲を作曲し『リーダークライ















ヒの録音 CD による演奏分析の研究、門脇 2）
が行った R. シューマン作曲の歌曲のリーダー
クライス作品 39 における象徴的表現に関する




























―テノール歌手 Peter Schreier の演奏分析を中心に―
Ⅱ．研究方法
ORFEO: 2002 C658051B. ‘Robert Schuma-nn 
Liederkreis op.24 ＆ op.39 Dichterliebe op.48’ 5）
2002 年 2 月 10 日にドレスデンで収録された
CD に収録されている歌曲集『リーダークライ
ス op.39』全 12 曲を視聴し G Henle Verlag 編






















































































第７曲 Auf einer Burg（城の上にて）は、起
伏が少なく淡々と繰り返される旋律を朗誦する
ように歌われ、古風な雰囲気が漂う曲である。








































１．In der Fremde（異郷にて）op.39 No.1














チクルスの最初の詩行 Aus der Heimat hinter 









節後半の kommen にかかる副詞の da をやや強
調し kommen にかけてストレスをかけ、４小






頭の Aber Vater- の歌い出しから全体的に声量
を落としており、1-5 小節と 5-9 小節では記譜
通りの音楽表現が行われていることが聴取でき
る。5-9 小節は、Aber Vater und Mutter sind 








される。9-11 小節に表れる、Wie bald, ach wie 
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究











11 小節後半から 15 小節冒頭はこの曲中音楽の
頂点が表れ da ruhe ich auch, da ruhe ich auch,
の 2 度同一の言葉が反復されるフレーズでは、
















える。10 小節から 16 小節まで続く nach und 

















ル で 歌 唱 さ れ る。4-7 小 節 は、hab’ の「ha-」
Herzesgrund の「Her-」、「-gru」のアクセント
を明確に出し、特に母音は明るく響かせている。



















半から Mein Herz still in sich singet ein altes 
schönes Lied, das in die Luft sich schwiget 
und zu dir eilig zieht. の詩行が歌われ、Mein 
Herz still in sich singet までを一つのフレー
ズで歌い、八分休符と十六分休符を挟んで ein 
altes schönes Lied の「schönes」 に か か る ト
リルを丁寧に入れ、Lied の「i」にクレッシェ
ンドをかけている。das in die Luft sich sch-
winget では、それぞれの単語一つ一つにアク
セントをつけるように強調して演奏し、und zu 
dir eilig zieht の「ei-」の二重母音箇所を強調
してすぐさま「zieht」で絶妙にリタルダンド
をかけて歌い収めている。17 小節から A dur
に戻り、曲の冒頭部に表れた旋律と詩行が歌わ







































の語り」が歌われる。5-8 小節の Es ist schon 
spät, es ist schon kalt では、「spä-」、「ka-」の
それぞれ四分音符の箇所に言葉のアクセント




圧力をかけて強く発音している。Der Wald ist 
lang, du bist allein, の部分は、単語一語一語が
明確に聞こえるよう意識して三連符のリズムを
明確に刻みながら歌唱されている。Du schöne 










Braut, ich führ’dich heim! の詩行は、「Du」か
らフォルテで歌い、続く「Schöne」にアクセ




し、17-24 小 節 の Groß ist der Männer Trug 
und List,の箇所はピアノから徐々にクレッシェ
ンドして子音と母音を滑らかに繋ぐ歌唱法が
行われ、19 小節のトリルを刻み List の「t」の
子音を特に強調して歌われる。vor Schmerz 
mein Herz gebrochen ist, の 箇 所 は、vor 
Schmerz を歌い四分休符があるが、音楽的に
休止せず mein Herz に繋げ ist に向けてクレッ
シェンドしている。25-28 小節の whol irrt das 
Waldhorn her und hin の部分は全体的にフォ
ルテで歌い、das を強調している。続く o flieh’
表４
―　46　― ―　47　―






表れ、44 小節まで続く。38-40 小節にある der 
junge Leib の箇所はリタルダンドをかけて音楽
の速度を緩め、続くクライマックス箇所である、






ら steh’mir bei にかけて八分音符、四分音符、
付点八分音符、十六分音符、付点四分音符など
のリズムをフォルテでたたみかけるようにリズ














































にスタッカート気味に歌唱される。Wie mir so 
wohl ist, so wohl! の箇所は、クレッシェンドと
デクレッシェンドを 1 小節の間でかけ、wohl 
ist, so wohl! をメッツァヴォーチェしながら so
の十六分音符を明確に刻みながら甘く包み込む
ように息をコントロールし鼻腔にソフトに響か
せ歌唱している。4-8 小節は６小節の Einer を
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究




音楽的な頂点とし、そこから kein Mensch es 












している。その効果を受けて ich wünscht’, ich 










ぬ想いを淡々と歌っている。32-34 小節の kein 





































15 小節、28 小節、36 小節、53 小節から５回）
モティーフとなっている。伴奏部は細かなパッ
二宮貴之：ドイツ・リート『Liederkreis op.39』を通した歌唱表現に関する研究































小節は Und meine Seele spannte の詩行部分の
spannte（A-Gis）に音楽のストレス置いている。




に広がりが出ている。Flog durch die stillen 


























始まる。Es rauschen die Wipfel und schauern, 
als machten zu dieser Stund’ の 詩 行 で は、
「rau-」、「Wip-」、「schau-」、「die-」 の 箇 所 に
アクセントを置き、um die halbyersunkenen 
Mauern die alten Götter die Rund’. で は パ ル
ランド唱法で子音を立てながら歌唱してい
る。特徴としては、um die halbversunkenen 
Mauern（H-H-Ais-Ais-Gis-Gis-GisFis-Fis） の






る。7-13 小 節 の Hier hinter den Myrtenbäu 
























「fan」funkeln の「fun-」、Sterne「Ste-」 に 言
葉のアクセントを置き、19 小節の glüh-endem 
Liebesblick で は -blick の「Fis」 の 音 に 向 け
てクレッシェンドし音楽的山場を作り出して
いる。20 小節後半から 24 小節にかけての Es 






































auf der Lauer oben ist der alte Ritter, drüben 
gehen Regenscha-uer, und der Wald rauscht 
















「語るように」歌っている。30 小節から eine 










る。33 小節の Sonnenscheine の「-scheine」の
「H-H」の音程、34 小節の Musikanten の「Mu-」














1-3 節と 4 節を対比させる特徴的な言葉であり、
あえてピアノで緩やかなテンポの中でも音楽的
な雰囲気を保ちながら歌唱している。その後、




８．In der Fremde（異郷にて）op.39 No.8







表 10 は同型反復の伴奏部①（1-5 小節）の譜
面である。


















る im Walde, in dem Rauschen ich weiß nicht, 




















小節後半から始まる Die Nachtigallen schlagen 











からの als wollten sie was sagen von der alten 











ている。19 小節後半の als säh’ ich unter mir
は、「säh’」の箇所にフレーズのストレスを置
いて Die Mondesschimmer fliegen, のフレーズ
と比べると深みのある母音の響きで歌唱されて
いる。Die Mondesschimmer のフレーズの音







ら das Schloss im Tale liegen, und ist doch so 
weit von hier! の箇所は、Schloss の「Sch-」、「-ss」
の子音を立て強調し、Tale liegen を滑らかに





ド唱法で歌唱される。25 小節後半から 29 小節
前半にかけては、前述した 9-13 小節と同様の
音型が表れ、歌唱も跳躍箇所に注力して歌われ





und ist doch lange tot（あの人がいなくなって
久しいのに）のフレーズに繋がるように響きを
保ちながら柔らかい音色で歌唱される。最後
の３回繰り返される und ist doch lange tot の
箇所は、１回目はリタルダンドを伴いながら
「tot」を柔らかい音色で歌い収め、２回目は

































の Ich kann wohl manchmal singen, als ob ich 
fröhlich sei, の詩行は、ピアノで歌唱が始まり、









う柔らかく甘い音色で歌唱される。続く als ob 













半から 13 小節にかけての詩行である Es lassen 


















Gruft で歌い収めている。17 小節後半 21 小節









後半から 25 小節にかけての doch Keiner fühlt 























唱部が始まる。ピアノで Dämm’rung will die 














る。10 小節から 13 小節は、schaurig rühren 



















に演奏される。22-23 小節に 14-15 小節と同様
の朗誦箇所が表れ、Stimmen hin und wieder 
wandern の詩行がパルランド唱法で歌唱され
る。24 小節からインテンポで音楽の速度が戻




れる。26 小節からの trau’ ihm nicht zu dieser 













Was heut’ gehetmüde unter, hebt sich Morgen 




がら歌唱される。39 小節からの hüte dich, sei 
































始まり、２小節後半から歌唱部の Es zog eine 


























く演奏されている。da blitzten viel Reiter, das 






よって表現している。23 小節から表れる Und 







がら歌唱される。33 小節から 50 小節に向けて、
夜になった森のざわめきにおびえる様子が歌わ



































部に受け渡す。1-9 小節では、Über’m Garten 
durch die Lüfte hört’ ich Wandervögel zieh’n, das 






るリズムに乗りながら、Über’m Garten durch 
die Lüfte や ich Wandervögel zieh’n, などの音
楽のフレーズを明確に捉えてながら演奏され
ている。また、言葉のアクセントについては、
Über’m の「Ü」、 Garten の「Ga-」、Lüfte の
「Lü-」の部分にアクセントを置いている。3-4
小 節 の Wandervögel zieh’n「Eis-Gisis-His-Dis-
Cis」の音程箇所は、テンポも速くそれに伴い
パッセージもスピード感のある上行音型が表れ







れる。８小節からの unten fängt’s schon an zu 
blüh’n の箇所は、unten からリタルダンドをか
け、schon an zu のスタッカートを強調し、「blü-」
の「ü」をインテンポにしながら甘く歌唱される。





りを歌にしている。13-17 小節の Alte Wunder 
wieder scheinen mit dem Mondesglanz herein.
の部分は、Alte の「H」の音から４小節間かけ















ら Und der Mond, die Sterne sagen’s, und im 




している。21-22 小節の rauscht’s der Hain の
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